
平成元年12月1日発行

• 男 6，229人(+17) 
町

女 5，979人(+26) 
の
人

計 12，208人(+43) 

口 世帯数 3，955戸(+19) 

• 11月1日現在()内は前月比

町の鳥戸ひばり/BlJの花=れんげ/田Iの木=乙女椿
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みんなで体を動かすことの楽しさを学んでもらおうと町教

育委員会主催による「親子体操教室」が10月からの計6回、

総合会館で聞かれました。

今回は、インストラクターの岩村公洋さんと樋口英子さん

を講師に迎え、トランポリンや平均台のほか、ゲームや遊び

を取り入れた体操に挑戦。初めは恐る恐る体を動かす子供た

ちも、やがて勢いがつき顔もほころびはじめ、元気よくとび

跳ねたり、ころがったり。お母さんや友達といっしょに楽し

く体を動かしました。
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ふるさとふれあい祭り第1固

町
を
あ
げ
て
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
第

一
回

ふ
る
さ
と
「ふ
れ
あ
い
祭
り
」
が
十
月
十

日
、
グ
躍
進
し
よ
う
わ
ふ
る
さ
と
再
発
見
。

心
と
心
を
熱
く
燃
や
せ
/
を
テ
ー
マ
に

押
原
中
学
校
校
庭
で
盛
大
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
六
千
人
の
人
出
で
に
ぎ
わ

い
、
歌
謡
シ
ョ
ー
を
は
じ
め
、
ふ
る
さ
と
昭

和
踊
り
、
お
楽
し
み
抽
選
会
、
そ
し
て
フ
ィ

ナ
ー
レ
の
ふ
る
さ
と
花
火
大
会
ま
で
盛
り

沢
山
の
イ
ベ
ン
ト
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し

た。t
t
は
な
や
か
に
開
会
宣
言

式
典
で
は
、
五
百
個
の
色
と
り
ど
り
の

風
船
が
空
高
く
舞
い
上
が
る
中
、
泉
町
長

が、

「子
づ
く
り
の
お
祭
り
を
通
し
て
住
民

同
士
の
交
流
を
深
め
、
ま
た
、
こ
の
お
祭

り
を
本
町
の
秋
の
風
物
詩
と
し
て
定
着

さ
せ
て
い
き
ま
し
ょ
う
」
と
挨
拶
。
そ
の

後
、
泉
町
長
と
小
宮
山
議
長
、
昭
和
保
育

園
の
伊
藤
俊
文
君
、
押
原
小
学
校
の
花

形
剛
君
、
西
条
小
学
校
の
望
月
亮
君
、
押

原
中
学
校
の
高
柳
義
哉
君
に
よ
り
く
す

玉
が
割
ら
れ
お
祭
り
の
開
会
が
告
げ
ら

れ
ま
し
た
。

t
t
に
ぎ
や
か
に
子
ど
も

パ
レ
ー
ド

ふ
る
さ
と
祭
り
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
は
子

ど
も
パ
レ
ー
ド
。
町
内
十

一
地
区
の
子

も
ク
ラ
ブ
の
み
ん
な
が
工
夫
を
こ
ら

て
作
っ
た
み
こ
し
や
山
車
で
、
ほ
た

太
鼓
の
鳴
り
響
く
中
、
校
庭
を
練
り

長
C
宇品
1
レ
h
~
。

リ
ニ
ア
実
験
線
に
決
定
し
た
こ
と
に
ち
な

ん
で
の
リ
ニ
ア
み
こ
し
な
ど
も
登
場
し
、

子
ど
も
達
は
、
他
の
み
こ
し
に
負
け
じ
と

元
気
な
掛
け
声
を
か
け
な
が
ら
み
こ
し

を
か
つ
ぎ
ま
し
た。

t
t
老
い
も
若
き
も

ふ
れ
あ
い
昭
和
踊
り

式
典
に
引
き
続
い
て
、
ふ
れ
あ
い
昭
和

踊
り
が
行
わ
れ
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り

ま
で
約
五
百
人
が
参
加
。
校
庭
い
っ
ぱ
い
に

踊
り
の
輪
が
幾
重
に
も
広
が
り
、

「新
昭

和
音
頭
、
」「
平
成
音
頭
」
に
あ
わ
せ
て
ふ
れ

あ
い
昭
和
踊
り
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し

た。
こ
の
日
の
た
め
に
婦
人
会
を
中
心
に

練
習
し
て
き
た
と
あ
っ
て
、
踊
り
が
音
頭

に
き
れ
い
に
あ
い
五
百
人
が
踊
る
姿
は
と

て
も
は
な
や
か
で
し
た
。

② 12.1 平成 |しよろわ広報
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明町、ーー，
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の
コ
ー
ナ
ー
も

一

一

、

v
、
ひと
'一

一A
人
人
一

一

企
業
コ
ー
ナ
ー
-農
協
コ
ー
ナ
ー
・
一

一
商
工
会
コ
ー
ナ
ー
な
ど
の
各
コ
!
ナ

一

-
ー
も
大
変
な
に
ぎ
わ
い
を
み
せ
、
各
種

-

一
の
バ
ザ
ー
や
酒
・
ワ
イ
ン
の
試
飲
な
ど

一

一
二
二
二
時
間
で
日
切
れ
と
い
う
盛
況
ぷ

一

一
り
で
し
た
。
ま
た
、
こ
の
ほ
か
に
も
、
パ

一

一
ー
ー
ベ
キ
ュ
ー
広
場
・
う
な
ぎ
の
つ
か
み

一

一
ど
り
・は
し
ご
車
と
起
震
車
の
体
験
・
一

一
乗
馬
コ
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ナ
ー
な
ど
も
設
け
ら
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子

一

つ

も
達
も
大
喜
び
で
し
た
o

一
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フィナーレを飾る
ふるさと花火大会

お
祭
り
の
フ
ィ
ナ
ー
レ
を
飾
る
ふ
る
さ
と
花
火
大
会
で
は
、

「
蛍
の
遊
涼
」
「
コ
ス
モ
ス
街
道
ホ
ッ
プ

・
ス
テ
ッ
プ

・
ジ
ャ
ン

プ
」
と
名
ぱ
け
ら
れ
だ
本
町
に
ち
な
ん
で
の
連
発
花
火
な
ど
が

三
十
分
間
連
続
で
打
ち
上
げ
ら
れ
、
秋
の
夜
空
を
彩
り
ま
し
疋
。

そ
し
て
最
後
に
¥
「
躍
進
す
る
昭
和
町
の
滝
」
と
題
し
た
仕
掛
け

花
火
、ガ
盛
大
に
行
わ
れ
お
祭
り
の
フ
ィ
ナ
ー
レ
を
飾
り
ま
し
定
。

ま
芝
、
豪
華
商
面
、か
用
意
さ
れ
だ
お
楽
し
み
抽
選
会
で
は
、
押

越
の
山
本
百
合
子
さ
ん
が
特
等
に
輝
き
、
賞
口
凹
の
ビ
デ
オ
カ
メ

ラ
を
手
に
し
ま
し
た
。



お
忙
し
い
方
巴
お
す
す
め
し
ま
す

便
利
な
口
座
振
替

来
年
四
月
か
ら
ス
タ
ー
ト

昭
和
町
で
は
納
付
者
の
利
便
を
図
る
た
め
、
い
よ
い
よ
平
成
二
年
四
月
か
ら
口
座

振
替
制
度
、
か
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
こ
の
制
度
を
利
用
す
る
と
、
従
来
よ
り
税
金
な
ど

の
納
伺
手
続
き
が
簡
単
に
な
り
ま
す
。
こ
の
機
会
に
、
便
利
で
確
実
な
預
金
口
座
か

ら
の
振
替
納
付
を
是
非
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

町税なとの納付は口座振替で/

納
税
組
合
加
入
者
、
か
申
し

込
む
場
合
は
、
第
一
回
目

の
申
し
込
み
に
限
り
納
税

組
合
長
、
か
取
り
ま
と
め
ま

す。

口
座
振
替
の
し
く
み

田
j預金酌叫
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西
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摩
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神

戸

銀
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富

士

銀

行

E罫Jgrn'l

カ
口
座
振
替
と
は

町
県
民
税
や
固
定
資
産
税
な
ど
も
電

気
、
水
道
料
金
の
払
込
み
と
同
じ
よ
う

に
、
あ
な
た
の
預
金
口
座
か
ら
自
動
的
に

振
替
え
て
納
付
さ
れ
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。

み
な
さ
ん
か
ら
町
に
納
め
て
い
た
だ
く

税
金
な
ど
は
、
役
場
や
金
融
機
関
の
窓

口
に
、
そ
の
都
度
わ
ざ
わ
ざ
出
向
い
て
払

い
込
ん
で
い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、
少
し
で

も
利
便
を
図
ろ
う
と
、
来
年
四
月
か
ら

「
口
座
振
替
」
の
制
度
を
取
り
入
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

す
で
に
、
国
民
健
康
保
険
税
は
実
施

し
て
い
ま
し
た
が
、
こ
れ
で
町
税
も
来
年

四
月
か
ら
口
座
振
替
(
自
動
払
込
)
で
納

め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

口
座
振
替
の
お
申
し
込
み
を
し
て
い
た

だ
《
と
、
あ
と
は
み
な
さ
ん
の
預
金
口
座

か
ら
自
動
的
に
振
替
納
付
さ
れ
ま
す
の

で
、
納
期
ご
と
に
金
融
機
関
な
ど
へ
行
く

の
が
不
便
な
方
や
留
守
が
ち
な
方
、
共
働

き
の
方
、
商
売
を
さ
れ
て
い
る
方
に
は
特

に
便
利
で
す
。
安
心
で
確
実
な
口
座
振

替
制
度
を
是
非
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

大
利
用
で
き
る
税
固
な
ど
は

。
町
県
民
税
(
並
日
通
徴
収
分
)

。
固

定
資
産
税

O
軽
自
動
車
税

O
国
民

健
康
保
険
税

大
申
し
込
み
方
法
は

-
納
税
組
合
加
入
者

納
税
組
合
加
入
者
で
、
口
座
振
替
に

移
行
を
決
め
て
い
る
納
税
組
合
へ
は
、

申
込
書
(
依
頼
書
な
ど
)
を
後
日
送
付

口座振替にすると、

いろし、ろな点で便利です:

し
ま
す
の
で
、
必
要
事
項
ご
記
入
の
う

え
納
税
組
合
長
に
提
出
し
て
く
だ
さ

.
納
税
組
合
未
加
入
者

納
税
組
合
に
入
っ
て
い
な
い
方
へ

は
、
申
込
書
(
依
頼
書
な
ど
)
を
後
日

送
付
し
ま
す
の
で
、
口
座
振
替
ご
希
望

の
方
は
、
必
要
事
項
ご
記
入
の
う
え
希

望
の
金
融
機
関
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

大
利
用
で
き
る
金
融
機
関
は

山
梨
中
央
銀
行
、
中
巨
摩
東
部
農
業
協

同
組
合
昭
和
支
所
、
同
西
条
支
所
、
同

常
永
支
所
、
甲
府
商
工
信
用
金
庫
、
巨

摩
信
用
組
合
、
甲
府
信
用
金
庫
、
東
京

相
和
銀
行
、
太
陽
神
戸
銀
行
、
富
士
銀

一丁

カ
利
用
で
き
る
預
金

普
通
総
合
口
座
・
当
座
預
金

大
振

替

日

各
納
期
の
最
終
日
に
振
替
し
ま
す
。

た
だ
し
、
全
納
す
る
場
合
は
前
期
納
入

期
日
(
そ
の
日
が
休
業
の
場
合
は
そ
の

前
営
業
日
)
で
す
。

平成1.12.1

大
お
問
合
せ
先

口
座
振
替
に
つ
い
て
の
詳
し
い
こ
と

は
、
次
の
担
当
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ

tν 役

場

歯

万

1
2
1
1
1

-
税
金
の
こ
と
は
税
務
課
内
線
@
⑫

・
国
保
税
の
こ
と
は
、
住
民
課
内
線

⑫
 

広報 しよろわ⑤ 



県
体
育
功
労
者
表
彰

〈
旬
年
問
、
体
育
指
導
に
尽
力
〉

細
田
健
児
氏
(
上
河
東
)

細
田
氏
は
、
昭
和
四
十
六
年
町
体
育

指
導
委
員
に
な
っ
て
以
来
、
現
在
ま
で

十
九
年
間
、
積
極
的
な
指
導
と
行
動
力

を
発
揮
し
社
会
体
育
の
発
展
に
尽
力
さ

一
個
で
一
年
間
分
の
生
ゴ
ミ
約
3
1
4
ト
ン
が
処
理
で
き
、

‘
耐
水
・
耐
久
性
に
優
れ
て
い
ま
す
。

細田健児氏

れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
昭
和
五
十
六
年
か
ら
八
年
間

同
体
育
協
会
の
理
事
長
を
努
め
た
ほ
か

郡
・
県
の
役
職
も
長
年
努
め
、
社
会
体

育
に
問
わ
れ
て
い
る
課
題
に
自
ら
鋭
意

努
力
し
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
貢

献
し
て
き
ま
し
た
。

こ
の
長
年
の
功
績
が
高
く
評
価
さ

れ
、
こ
の
ほ
ど
、
小
瀬
ス
ポ
ー
ツ
公
園

で
行
わ
れ
た
第
四
十
二
田
県
体
育
祭
り

の
開
会
式
の
席
上
、
県
体
育
功
労
者
表

彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

共
同
募
金
運
動
奉
仕
功
労
者
表
彰

〈
位
年
問
、
募
金
活
動
に
貢
献
〉

武
田
さ
ん
は
、
昭
和
五
十
二
年
に
民

生
児
童
委
員
に
な
っ
て
以
来
、
現
在
ま

で
十
二
年
間
地
域
に
お
け
る
社
会
福
祉

の
向
上
に
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

武
田
か
ほ
る
さ
ん
(
上
河
東
)

武田かほるさん

そ
の
問
、
町
婦
人
会
長
や
県
連
合
婦

人
会
長
を
歴
任
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
活

動
を
さ
れ
る
一
方
で
、
毎
年
十
月
一
日

か
ら
実
施
さ
れ
る
「
赤
い
羽
根
共
同
募

金
運
動
」
で
は
、
企
業
関
係
を
対
象
と
す

る
大
口
募
金
活
動
に
大
き
な
成
果
を
上

げ
て
き
ま
し
た
。

こ
の
長
年
の
活
動
が
認
め
ら
れ
、
こ

の
ほ
ど
、
東
京
日
比
谷
公
会
堂
で
行
わ

れ
た
全
国
社
会
福
祉
大
会
の
席
上
、
中

央
共
同
募
金
会
会
長
よ
り
全
国
表
彰
さ

れ
ま
し
た
。

で自
~購入すると補助金がでます~

!年分生ゴミ
予山

pサイズ
傭 備考

~ ，ea市

，格省 。xtt 消也、能力屯出栴

5，200円
内2，600円をCP-130 

635X625 約 3トン
町が補助130.!2 

5，800円
内2，900円をCP-160 

665X700 約 4トン
町が補助160.!2 

み
な
さ
ん
の
ご
家
庭
で
は
、
生
ゴ
ミ
の

処
理
を
ど
の
よ
う
に
し
て
い
ま
す
か
。

庭
先
に
生
ゴ
ミ
用
の
穴
を
掘

っ
た
り
、

ゴ
ミ
収
集
日
に
指
定
場
所
に
出
し
て
処

理
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

収
集
日
に
出
さ
れ
た
ゴ
ミ
は
、
中
巨
摩

広
域
事
務
組
合
の
清
掃
セ
ン
タ
ー
に
委

託
し

一
括
処
理
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
ゴ
ミ

の
量
は
年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
町
で
は
、
同
セ
ン
タ
ー
の

ゴ
ミ
処
理
業
務
へ
の
負
担
を
軽
減
し
よ

う
と
各
家
庭
へ
「
生
ゴ
ミ
処
理
容
器
」
の

設
置
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

こ
の
容
器
は
、
生
ゴ
ミ
、
雑
草
、
落
葉

な
ど
を
自
然
発
酵
さ
せ
、
た
い
肥
化
さ

せ
る
も
の
で
、
ご
家
庭
で
手
軽
に
ゴ
ミ
処

理
が
行
え
ま
す
。

現
在
、
町
で
は
、
こ
の
処
理
容
器
を

普
及
さ
せ
る
た
め
生
ゴ
ミ
処
理
容
器
購

入
者
に
補
助
金
を
出
し
て
い
ま
す
。

F

青
空
と
産
業
と
緑
の
ま
ち
づ
く
り
ι
を

進
め
る
た
め
多
く
の
み
な
さ
ん
の
ご
購

入
を
お
願
い
し
ま
す
。

⑥ 平成 1.12.1

⑥
購
入
は
次
の
順
序
で
l

*補助対象商品は統一価格です。

①
購
入
前
に
役
場
厚
生
福
祉
課
保
健
衛

生
係
(
歯
応
|
2
1
1
1
内
線
⑪
)

に
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
と
容
器

購
入
先
(
左
記
指
定
取
扱
庖
)
を
連

絡
し
て
く
だ
さ
い
。

②
役
場
へ
連
絡
し
た
指
定
取
扱
庖
へ
行

き
補
助
金
交
付
申
請
の
手
続
き
を
し

て
、
容
器
を
定
価
で
購
入
し
て
く
だ

叉
」
い
。

V
補
助
金
受
付
申
請
に
必
要
な
も
の

-
補
助
金
を
振
込
む
金
融
機
関
名

と
口
座
番
号
・
購
入
し
た
と
き

の
領
収
書
・
印
鑑

③
購
入
後
、
補
助
金
が
購
入
者
の
口
座

に
振
込
ま
れ
ま
す
o

v指
定
取
扱
庖

プ
ラ
ス
ワ
ン
昭
和
庄

(
箇
万
|
6
6
8
1
)

ニュ

l
ラ
イ
フ
カ
タ
ク
ラ
昭
和

(
箇
万
|
5
8
8
1
)

中
巨
摩
東
部
農
協
昭
和
支
所

(
冨
日
|
2
1
2
1
)

中
巨
摩
東
部
農
協
西
条
支
所

(
箇
万
|
2
6
1
1
)

中
巨
摩
東
部
農
協
常
永
支
所

(
箇
万
|
2
7
1
1
)

*
購
入
補
助
金
期
間
は
平
成
二
年
一
月

三
十
一
日
ま
で
で
、
指
定
取
扱
庄
の

商
品
の
み
が
補
助
対
象
と
な
り
ま
す
勺

な
お
、
補
助
は
一
家
庭
に
一
個
を
限

度
と
し
ま
す
。

広報 しよろわ
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一
〉

受
付
期
聞
は
、
平
成

平
成
二
年
度
の
保
育
所
入
所
希
望
者

の
受
付
を
各
保
育
所
で
、
一
月
十
六
日
か

ら
三
十
一
日
ま
で
の
期
間
実
施
し
ま
す
。

入
所
申
請
の
受
付
は
、
随
時
行
っ
て
い

ま
す
が
、
四
月
に
新
し
く
入
所
さ
れ
る
方

や
引
き
続
き
入
所
を
希
望
す
る
方
に
つ
い

て
も
こ
の
期
間
内
に
手
続
き
し
て
く
だ

叉」い
。

こ
れ
に
先
が
け
、
次
の
日
程
で
説
明
会

を
開
催
し
ま
す
の
で
、
ご
出
席
く
だ
さ
い
。

都
合
で
説
明
会
に
出
席
で
き
な
い
方
は
、

厚
生
福
祉
課
に
入
所
申
請
書
が
用
意
し

て
あ
り
ま
す
の
で
早
め
に
申
請
す
る
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

-
入
所
で
き
る
基
準

V
母
親
が
昼
間
家
庭
の
外
で

仕
事
を
し
て
い
る
た
め
に

そ
の
児
童
の
保
育
を
す
る
者
が
い
な

い
場
合
。

V
母
親
が
昼
間
家
庭
で
児
童
と
か
け
は

な
れ
日
常
の
家
事
以
外
の
仕
事
を
し

て
い
る
た
め
、
そ
の
児
童
の
保
育
が

で
き
な
い
場
合
。

V
両
親
の
い
ず
れ
か
が
死
亡
、
行
方
不

明
な
ど
に
よ
り
保
育
す
る
者
が
い
な

い
場
合
。

V
母
親
が
病
気
で
あ
っ
た
り
、
心
身
に

障
害
が
あ
っ
た
り
出
産
の
前
後
で
あ

っ
た
り
す
る
た
め
に
、
そ
の
児
童
の

保
育
を
す
る
者
が
い
な
い
場
合
。

V
長
期
に
わ
た
る
病
人
や
心
身
に
障
害

【
説
明
会
の
日
程
}

月11日4 E 1月1日E 3 月11日E E 月l1日E 1 
日

程
側 tJ<) ekl 伺)

メ吊Zら

保育所上河東

押 昭
保

刀t 原 来日

保 保 保
育

コ円t玉ご コ同官 τ円t 
所

所 所 所
名

常 上 押 昭

刀く

保育所河東

原 不日

イ呆 保 保
コ月b: 育 コ円旨

所 所 所

午後 7時30分~
時間

8時30分

..常永保育園の園児たち。みんな元気な良い子です。

【
保
育
所
別
定
員
数
】

保育所 常永 保育所 上東河 保育所 押原 保育所和昭
所保

名育

西七河 上河東 越/押¥ 西条四
所

匹l 四
在

J¥ /五1 地

名ート 十名 名十 十名

定

員

河西築地新居 上河東 紙龍原阿 押越 新西条田 西条区
i也

上東河 車 区

飯喰
水新清居 西条二区 名

区

の
あ
る
人
が
い
る
た
め
、
母
親
が
い

つ
も
そ
の
看
護
に
あ
た
っ
て
い
て
、
そ

の
児
童
の
保
育
が
出
来
な
い
場
合
。

-
入
所
申
請
に
必
要
な
も
の

入
所
申
請
書
を
提
出
す
る
場
合
は
、

児
童

一
人
に
つ
き
一
枚
の
保
育
所
入
所

申
請
書
を
作
成
し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
該
当

す
る
書
類
を
一
部
添
付
し
て
く
だ
さ
い
o

m
給
与
所
得
者
(
常
勤
の
場
合
〉

V
平
成
元
年
分
源
泉
徴
収
票
(
給
与

支
払
報
告
書
)

V

平
成
元
年
度
町
民

税
及
ぴ
固
定
資
産
税
の
通
知
書
の
写
し
。

ま
た
は
、
課
税
額
証
明
書
(
役
場
税
務
課

発
行
)

V

民
生
委
員
の
証
明
書

*
夫
婦
共
働
き
の
場
合
は
、
両
方
の
源

泉
徴
収
票
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

ω事
業
所
得
者
(
商
庖
経
営
な
ど
)

V
平
成
元
年
分
所
得
税
確
定
申
告
の

控
え
。
ま
た
は
、
税
務
署
の
発
行
す
る

所
得
税
納
税
証
明
書

V
平
成
元
年
度

町
民
税
及
び
固
定
資
産
税
の
通
知
書
の

写
し
。
ま
た
は
、
課
税
額
証
明
証
(
役

場
税
務
課
発
行
)

V

民
生
委
員
の
証

明
書

*
確
定
申
告
書
に
つ
い
て
は
三
月
十
五

日
の
確
定
申
告
終
了
日
ま
で
に
提
出
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。

V
な
お
、
昭
和
六
十
四
年
一
月

一
日
以

降
の
転
入
者
に
お
い
て
は
、
前
住
所
地

の
平
成
元
年
度
市
町
村
民
税
の
納
税
通

知
書
。
ま
た
は
、
課
税
額
証
明
書
が
必

要
で
す
。

V
詳
し
く
は
、
総
合
会
館
内
厚
生
福
祉

課
(
冨
苅

1
2
1
1
1内
線
⑩
)
ま
で
お

問
合
せ
く
だ
さ
い
。

昭
和
町
勢
大
い
に
気
を
吐
く

会
一
一
十
七
回
郡
囲
碁
大
合

口
和
町
で
開
催
ら

ま
だ

C
ク
ラ
ス
で
は
、
一
級
以
下
の

級
位
者
、
ガ
瀕
し
い
星
の
つ
ぶ
し
合
い
を

行
つ
だ
結
果
、
四
勝
一
敗
で
築
地
新
居

の
ふ
つ
津
六
郎
二
級
、
ガ
優
勝
し
ま
し
だ
。

こ
の
ほ
か
、
昭
和
町
か
ら
五
位
ま
で

の
入
賞
者
、
ガ
続
出
し
て
日
頃
の
成
果
を

発
揮
し
ま
し
芝
。

!農林水産業務協力者減:

|農家経済調査に貢献|

の3名
弁口金夫氏

高野広林氏

高野太一郎氏

十
月
二
十
二
日
、
中
巨
摩
郡
下
十
一

町
村
か
ら
五
十
名
の
参
加
を
得
て
第
二

十
七
回
の
郡
囲
碁
大
会
(
個
人
戦
)
が
、

昭
和
町
総
合
会
館
で
開
催
さ
れ
ま
し

た。
泉
町
長
、
若
尾
教
育
長
、
地
元
出
身

の
樋
口
県
議
ら
、
ガ
出
席
し
て
歓
迎
の
あ

い
さ
つ
が
行
わ
れ
た
後
、

A
、
B
、
C

各
ク
ラ
ス
に
分
か
れ
て
の
対
局
、
ガ
始
ま

り
ま
し
だ
。

A
ク
ラ
ス
の
四
段
以
上
に
は
、
本
町

か
ら
は
大
会
運
営
上
参
加
が
出
来
き
ま

せ
ん
で
し
だ
、
ガ
、

B
、
C
、
ク
ラ
ス
で

は
大
い
に
気
を
吐
き
↓
示
し
た
。

B
ク
ラ

ス
で
は
¥
初
段
か
ら
三
段
ま
で
の
中
堅

ど
こ
ろ
、
ガ
¥
互
い
に
譲
ら
ず
患
、
つ
ま
る

熱
戦
を
繰
り
広
げ
だ
結
果
、
五
戦
全
勝

で
築
地
新
居
の
鈴
木
幸
男
初
段
、
ガ
優
勝

し
ぎ
し
だ
。

1
1
1
1
J
 

農
林
水
産
省
関
東
農
政
局
山
梨
統
計
情

〕

報
事
務
所
は
十
月
十
九
日
、
甲
府
市
ニ
ユ

一

l
芙
蓉
で
長
年
に
わ
た
っ
て
農
林
水
産
統

一

章
一
霧
に
ご
協
力
の
あ
っ
た
四
十
一
名
の

一

農
家
の
み
な
さ
ん
を
表
彰
し
ま
し
た
。

一

本
町
で
も
農
家
経
済
調
査
に
ご
協
力
の

一

あ
っ
た
西
条
二
区
の
井
口
金
夫
氏
二
国
岡
野

一

広
林
氏
・
高
野
太
一
郎
氏
の
三
名
の
方
々

一

が
こ
れ
ら
長
年
の
実
施
、
か
高
く
評
価
さ

一

れ
、
農
林
水
産
業
務
協
力
者
表
彰
を
受
け

一

ら
れ
ま
し
た
。

L
 

真
剣
な
眼
差
で
囲
碁
に
打
ち
込
む
参
加
者
の
み
な

さ
ん
。
3
ク
ラ
ス
に
分
れ
て
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ

‘
ま
し
た
。

12.1 平成 |しよろわ広報⑦ 



ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

A
級
リ
l
グ
は
、

Y
Nク
ラ
ブ
A
が
2
年
連
続
制
覇
/

B
級
リ

I
グ
は
、
築
地
ク
ラ
ブ
が
優
勝
/

平
成
元
年
度
町
ク
ラ
ブ
対
抗
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
リ
ー
グ
戦
が
、
十

一
月
八
日
を
最

終
に
す
べ
て
の
日
程
を
終
了
し
ま
し
た
。

今
年
は
、
両
リ
l
グ
と
も
最
後
の
最

後
ま
で
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し

た
。
特
に

A
級
リ
l
グ
で
は
、
最
終
日

に
一
位
か
ら
四
位
ま
で
の
順
位
が
決
ま

る
と
い
う
大
接
戦
で
し
た
。
そ
の
結
果
、

A
級
リ
l
グ
で
は
九
勝
一
敗
で

Y
N
ク

ラ
ブ

A
(
中
巨
摩
東
部
農
協
)
(
梶
原
徳

人
監
督
)
が
二
年
連
続
優
勝
を
果
た
し
、

ま
た

B
級
リ
l
グ
で
は
十

一
勝

一
分
で

築
地
ク
ラ
ブ
(
輿
石
栄
監
督
)
が
優
勝

し
、
そ
れ
ぞ
れ
平
成
初
の
優
勝
旗
を
子

に
し
ま
し
た
。

今
回
の
結
果
に
よ
り
、

B
級
リ
l
グ
の

上
位
チ
l
ム
が
A
級
リ
l
グ
に
昇
級
し
、

A
級
リ

l
グ
の
下
位
チ

i
ム
が

B
級
リ

ー
グ
と
入
れ
替
わ
り
来
期
の
リ
ー
グ
戦

が
争
わ
れ
ま
す
。

[A級リーグ]

ィJII、実 チーム名 勝 負 分 見己券ヨ

YNクラブA 812 o 126 
2 昭和一般男子 8 11 1 125 

西条新田クラブ 612 2 124 

4 目立甲府 613 1 123 
西 条 二区 A 614 o 120 

6 昭和クラブ 515 o 118 

7 藤クラブ 316 1 117 

日 西 条 一 区 317 o 116 
9 中島クラ ブ 315 2 114 

10 フ ビ ッ ト 218 0114 

11 西 条 二区 B 1 18 1 113 

※JII頁位は勝点制。勝点が同じ場合

は、得失点差により決定。

[8級リーグ]

Ht璽11. チーム名 勝 首 分 勝点手

築地クラブ 11 o 1 1 35 
2クリ工ート宅間 912 1 131 
3 上河東二区クラブ 10 210 30 
4清水クラブ 814 o 126 
5上河東クラブ 715 o 124 
B 河西ク ラブ 517 o 122 
7阿原 クラ ブ 417 1 121 
B 西条一区べアーズ 418 o 120 
9 飯喰フレンダーズ 318 1 119 

10 米 山 実 業 418 o 118 
11 クボタク、ツテ、イーズ 418 o 118 
12 YNク ラブ B 418 o 116 
13 昭和つぱきクラブ 319 o 114 

大混戦の中、 A級リーグで優勝した YNクラブAチームO

V一年間こ、、苦労さまで‘した。

一(。@
3
3
a
q

一

一
詐
親
子
ス
キ
l
教
室
開
催
捻

叫
窃臨時一

コ
ら二

一

町
教
育
委
員
会
で
は
、
親
子
の
ふ
れ
あ
い
の
機
会
と
し
て
親

一

一

子
ス
キ
ー
教
室
を
開
催
し
ま
す
。
自
然
の
な
か
で
雪
に
疋
わ
む

一

一

れ
¥
安
全
で
楽
し
い
ス
キ
ー
を
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

一

一

v日
時
平
成
二
年
一
月
二
十
八
日

(
白
)
午
前
六
時
=
干

一

一

分
中
央
公
民
館
前
集
合
[
時
間
厳
守
〕

一

-
v場
所

長
野
県
諏
訪
郡
富
士
見
町
富
士
見
パ
ノ
ラ
マ
ス

一

一

キ
i
場

一

一

V
対
象
・
定
員

小
学
生
の
親
子
八
十
名

一

一

v参
加
費

一
人
一
、

五
O
O円
(
ス
キ
ー
レ
ン
タ
ル
料
別

一

一

途〉

-

V
申
込
み
期
間
平
成
二
年
一
月
八
日
か
ら
十
二
日

一

一

vお
申
込
み
・
お
問
合
せ

町
教
育
委
員
会
(
箇
一均
|1
3
7
3
一

一

7
〉
ま
で
。
な
お
、
全
日
本
ス
キ
ー
連
盟
公
認
の
指
導
員
が

一

-

指
導
に
あ
た
り
ま
す
。

，

-



シ
リ
ー
ズ

神
社
鎮
座
地

西
条
館
に
つ
い
て

昭
和
六
十
年
に
実
施
さ
れ
た
発
掘
調

査
に
お
い
て
、
神
社
境
内
全
域
に
わ
た
り

館
当
時
の
生
活
面
で
あ
る
表
土
が
、
そ
の

歩
。
歩
。偉

残
っ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
八
百

五
十
年
も
前
か
ら
、
土
地
流
失
の
水
害

を
受
け
た
形
跡
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
そ

し
っ
か

の
こ
と
は
、
そ
れ
以
前
か
ら
、
可
成
り
確

り
し
た
台
地
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
だ
か

ら
、
大
洪
水
時
に
お
い
て
も
、
見
渡
す
限

り
の
四
面
濁
流
の
中
、
ぽ
っ
か
り
と
浮
ぶ
、

.lL 

.J.L 

昭
和
町
郷
土
研
究
部
委
員

〈終〉

長
田

鉄
男

盆
地
の
中
の
孤
島
の
よ
う
で
あ
っ
た
の
だ

ろ
う
。
で
は
な
ぜ
、
こ
こ
だ
け
が
早
く
か
ら

台
地
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
釜
無
川

や
御
勅
使
川
の
扇
状
地
の
中
で
も
、
そ
の

本
流
地
帯
に
当
る
せ
い
も
あ
ろ
う
が
、
不

思
議
な
昭
和
湧
水
を
考
え
る
と
き
、
外

の
原
因
が
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
は
、
昔
し

御
勅
使
川
の
奥
地
に
超
大
型
の
集
中
豪

雨
が
あ
り
、
そ
の
恐
竜
の
如
き
力
を
も
っ

た
鉄
砲
水
が
竜
王
地
内
に
突
入
し
て
、
地

底
深
く
え
ぐ
り
つ
つ
西
条
西
端
ま
で
掘
り

進
み
、
此
処
が
壕
の
末
端
と
な
り
、
次
々

と
押
し
流
さ
れ
て
く
る
砂
磯
が
末
端
壕

壁
を
ジ
ャ
ン
プ
台
と
し
て
押
し
上
げ
ら

れ
、
そ
れ
が
下
流
に
堆
積
し
て
出
来
た
の

が
、
西
条
台
地
で
あ
る
と
推
測
す
る
も
の

で
あ
る
。
西
条
台
地
の
上
手
の
万
歳
地
域

は
、
地
味
痩
せ
て
い
て
不
毛
の
地
と
な
っ
て

い
る
。
こ
れ
も
地
下
深
く
砂
磯
ば
か
り
の

土
地
故
で
あ
ろ
う
。
そ
の
地
下
は
一
大
水

槽
と
な
っ
て
い
て
、
昔
し
は
西
条
地
内
に

湧
き
出
し
て
い
た
。
今
は
甲
府
水
道
の
貴

重
な
水
源
で
あ
る
。
大
き
な
水
量
を
常

時
供
給
出
来
る
の
も
、
壕
は
地
下
の
パ
イ

プ
役
と
な
り
、
釜
無
川
に
通
じ
て
い
る
故

で
あ
ろ
う
。
水
に
関
し
て
は
余
談
で
あ
っ

た
が
、
こ
れ
が
西
条
台
地
の
出
来
方
に
つ

い
て
の
、
筆
者
の
見
解
で
あ
る
。
義
清
公
が

館
地
と
し
て
西
条
を
選
ん
だ
の
も
、
此
処

が
昔
し
か
ら
の
台
地
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ

ろ、つ。

発
掘
調
査
に
基
き
館
の
規
模
と
配
置

を
上
図
の
如
く
推
測
し
た
。
館
の
中
心
部

が
、
義
清
公
の
居
館
の
あ
っ
た
所
と
思
わ

れ
る
。
そ
の
跡
に
神
社
が
建
立
さ
れ
た
の

ひ
ょ
う
た
ん

で
あ
ろ
う
。
そ
の
前
庭
に
吹
き
な
瓢
箪
池

が
あ
っ
た
。
そ
の
瓢
箪
の
括
れ
た
橋
が
架
っ

て
い
て
、
な
か
な
か
の
風
情
で
あ
っ
た
の
だ

ろ
う
。
こ
の
池
も
、
神
社
碑
建
立
の
時
埋

め
立
て
ら
れ
、
そ
の
代
り
の
瓢
箪
池
が
東

の
空
地
に
造
ら
れ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。

館
内
の
西
方
に
は
公
の
墳
墓
が
造
ら
れ

た
。
此
の
館
地
は
、
西
条
部
落
の
北
側
に

位
置
し
て
小
高
く
な
っ
て
い
る
。
そ
の
形

状
か
ら
し
て
、
北
側
よ
り
の
洪
水
に
対
す

る
防
護
堤
の
役
割
り
を
な
し
て
い
た
の
で

は
な
か
っ
た
ろ
う
か
、
当
時
の
釜
無
川
は
、

こ
の
台
地
の
北
方
を
流
れ
て
お
り
、
北
側

に
対
す
る
備
え
が
重
要
で
あ
っ
た
の
で
あ

ろ、
7
。

館
の
面
積
を
図
の
通
り
と
す
れ
ば
、
一

万
二
千
五
百
六
十
五
平
方
メ
ー
ト
ル

(
約
三
千
八
百
坪
)
で
あ
る
。
そ
の
外
、
館

外
に
多
く
の
水
田
が
あ
っ
た
模
様
で
あ

る
。
た
だ
し
、
武
田
氏
が
亡
ほ
さ
れ
た
時
、

そ
の
祖
神
で
あ
る
が
故
に
多
く
の
社
領

田
地
を
取
り
上
げ
ら
れ
た
。
そ
の
後
、
徳

川
家
康
入
国
の
時
、
旧
領
地
返
還
の
お
願

い
を
申
し
出
る
機
会
は
あ
っ
た
が
、
義
清

神
社
は
武
田
氏
の
祖
神
で
あ
る
た
め
、
御

賢
慮
を
惜
り
て
申
し
出
る
こ
と
を
遠
慮

し
た
と
あ
る
。
ま
た
、
正
保
三
年
(
一
六

四
六
)
徳
川
家
光
の
時
、
国
中
の
神
社
仏

閣
に
お
い
て
、
由
緒
あ
り
て
申
し
出
た
き

理
由
あ
ら
ば
申
し
出
よ
と
の
触
が
出
さ

れ
た
が
、
こ
の
時
、
神
主
は
幼
く
し
て
出

府
す
る
こ
と
が
出
来
ず
、
返
還
申
し
出
の

刊。

u

h
F
整
備
さ
れ
た
神
社
入
口
附
近
。
内
側
の
土
手

は
、
館
当
時
の
土
塁
跡
。

機
会
を
逸
し
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。

現
在
の
社
領
は
、
神
社
境
内
二
千
八

百
八
十
三
平
方
メ
ー
ト
ル
(
約
八
百
七

十
二
坪
)
神
社
々
務
所
・
公
会
堂
敷
地

及
ぴ
広
場
一
千
八
百
八
十
三
平
方
メ
ー

ト
ル
(
約
五
百
六
十
九
坪
)
墳
墓
地
二

百
九
十
五
平
方
メ
ー
ト
ル
(
約
八
十
九

坪
)
社
領
総
計
五
千
六
十

一
平
方
メ
ー

ト
ル
(
約
一
千
五
百
三
十
坪
)
位
い
で
あ

る
と
思
わ
れ
る
。

昔
し
の
館
の
全
域
が
そ
の
偉
保
存
さ

れ
て
い
て
、
公
園
と
し
て
多
く
の
方
々
の

憩
い
の
場
と
な
っ
て
い
た
な
ら
、
な
ん
と
素

晴
ら
し
こ
と
な
の
に
と
、
思
わ
れ
て
な
ら

な
し
。。

あ

と

が

き

。

義
清
神
社
と
神
社
に
関
連
あ
る
こ
と

に
つ
い
て
、
私
の
未
熟
な
研
究
を
発
表
さ

せ
て
項
き
、
甚
だ
恐
縮
致
し
て
お
り
ま

す
。
甲
府
盆
地
に
お
け
る
義
清
公
の
史
料

は
少
く
、
私
の
推
測
部
分
が
多
く
、
中
で

も
、
西
条
館
は
公
の
隠
居
所
と
の
通
説
に

対
し
、
異
説
を
唱
え
ざ
る
を
得
な
い
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
前
の
館
は
平

塩
の
岡
の
台
地
上
に
在
り
て
災
害
の
心

配
も
少
く
、
環
境
や
風
光
の
良
き
所
か

ら
洪
水
毎
に
濁
流
渦
巻
き
て
、
危
険
を

も
伴
う
西
条
地
帯
は
、
隠
居
所
と
し
て

も
適
当
な
所
と
も
言
え
ず
、
や
は
り
、

洪
水
を
防
止
せ
ん
が
た
め
に
造
ら
れ
た

館
で
あ
ろ
う
と
断
じ
ざ
る
を
得
ま
せ

ん
。
そ
の
裏
付
け
と
し
て
も
、
治
水
の

神
様
で
も
あ
る
仁
徳
天
皇
を
把
っ
た
若

宮
八
幡
神
社
を
近
く
に
建
立
し
て
、
そ

の
助
け
を
請
う
た
こ
と
も
そ
の
証
し
で

あ
る
と
思
い
ま
す
。
七
十
歳
近
く
に
な

ら
れ
て
か
ら
で
も
、
盆
地
を
救
わ
ん
の

一
念
か
ら
、
命
が
け
の
一
大
計
画
と
こ

れ
を
実
行
の
偉
業
に
対
し
、
深
く
頭
の

下
る
思
い
で
あ
り
ま
す
。

義
清
公
の
御
逝
去
年
に
つ
い
て
、
久
安

五
年
(
一
一
四
九
)
に
し
て
享
年
も
七

十
五
歳
と
の
説
も
あ
る
が
、
義
清
公
が
父

義
光
の
た
め
に
建
立
し
た
正
覚
寺
が
須

玉
町
に
あ
る
。
こ
の
寺
に
安
置
さ
れ
て
い

る
義
清
公
の
位
牌
に
は
、
久
安
元
年
、
享

年
も
七
十
一
歳
と
な
っ
て
お
り
、
ま
た
、

久
安
元
年
説
は
義
清
神
社
の
幾
年
祭
に

も
合
致
し
て
い
る
の
で
、
久
安
元
年
説
の

方
が
正
し
い
の
だ
と
思
い
ま
す
。

シ
リ
ー
ズ
と
し
て
六
回
に
わ
た
り
書
き

ま
し
た
が
、
研
究
の
足
ら
ざ
る
と
こ
ろ
も

多
々
あ
っ
た
か
と
思
い
ま
す
が
、
読
者
の

皆
様
か
ら
見
ら
れ
て
、
違
う
と
こ
ろ
、
疑

問
点
な
ど
あ
り
ま
し
た
な
ら
、
ご
指
摘
項

き
度
い
と
思
い
ま
す
。
未
熟
な
研
究
発
表

で
し
た
が
、
こ
れ
が
義
清
神
社
を
知
る
上

で
、
少
し
で
も
参
考
に
な
り
ま
し
た
な

ら
、
幸
甚
に
存
じ
ま
す
。
終
り

平成 1.12.1広報 しよるわ⑨ 



戸つびいたいむI
みんなの幸せを願って

わら細工づくり~
〈わら細工の会〉

A

フ
回
は
、
わ
ら
細
工
を
通
し
て
社
会

参
加
活
動
を
行
っ
て
い
る
〈
わ
ら
細
工

の
会
〉
を
代
表
し
て
、
飯
喰
の
舎
沢
儀
十

さ
ん
に
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

栄養改善推進員

雨宮恭子さん

(河東中島)

さつま芋の

ミルク煮

私
た
ち
の
わ
ら
細
工
の
会
は
、
最
初

は
数
人
の
仲
間
た
ち
と
始
め
た
の
で
す

が
、
現
在
は
私
と
飯
喰
の
望
月
お
て
い

さ
ん
と
二
人
だ
け
で
や
っ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
が
ラ
」
の
活
動
を
始
め
た
き
っ

か
け
は
、

一
昨
年
の
秋
、
甲
府
の
小
瀬

ス
ポ
ー
ツ
公
園
で
「
ふ
れ
あ
い
山
梨
こ

と
ぷ
き
祭
り
」
が
催
さ
れ
た
と
き
、
各

町
村
の
特
産
物
や
民
芸
品
な
ど
の
展

示
即
売
コ
ー
ナ
ー
が
設
け
ら
れ
、
そ
の

コ
ー
ナ
ー
で
昭
和
町
の
民
芸
品
と
し

て
、
わ
ら
じ
や
わ
ら
草
履
の
作
り
方
実

演
を
行
っ
た
の
が
始
ま
り
で
し
た
。

そ
の
と
き
、
大
勢
の
お
客
さ
ん
た
ち

が
私
た
ち
の
前
に
集
っ
て
、
口
々
に
珍

し
い
と
言
っ
て
長
い
間
眺
め
た
り
、
我
れ

も
我
れ
も
と
買
っ
て
下
さ
っ
た
り
で
た

い
へ
ん
好
評
で
し
た
。
望
月
知
事
さ
ん

も
買
っ
て
下
さ
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
町

の
福
祉
祭
や
文
化
祭
の
バ
ザ
ー
な
ど
に

出
品
し
好
評
を
得
て
い
ま
す
。

十
月
十
日
の
昭
和
町
第

一
回
ふ
る

さ
と
ふ
れ
あ
い
祭
り
に
、
社
会
福
祉
協

.A. r人々の心に忘れられていた古きよきものをとり戻したいj

み
己
ん
口
な
口
の
巳
広
口
場

-材料 (4人分)
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プ
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l
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じ

じ

じ

促

力

さ

さ

さ

初

2
大

大

小

+子ま

・

一

つ

乳

タ

糖

さ

牛

パ

砂

塩

① 

-作り方

② 

③ 

安調理のコツ

勧3¥たには中央に空気抜きのでをあけておきます。

議
会
で
手
づ
く
り
コ
ー
ナ
ー
を
出
す
た

め
参
加
し
て
ほ
し
い
と
頼
ま
れ
た
の

で
、
子
の
中
に
入
る
く
ら
い
の
ミ
ニ
サ
イ

ズ
の
わ
ら
じ
と
わ
ら
草
履
に
、
社
協
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
み
な
さ
ん
の
協
力
で

「
交
通
安
全
」
「
家
内
安
全
」
「
健
康

長

寿
」
の
三
種
類
の
手
書
き
の
お
札

を
、
そ
れ
ぞ
れ
つ
け
て
お
守
り
に
し
て

出
品
し
ま
し
た
。
当
日
は
、
他
の
大
き

い
わ
ら
じ
や
わ
ら
草
履
、
子
づ
く
り
コ
ン

ニ
ャ
ク
と
共
に
、
二
時
間
ぐ
ら
い
で
あ
っ

と
い
う
間
に
売
り
切
れ
て
し
ま
い
ま
し

た。
こ
れ
か
ら
も
、
み
な
さ
ん
の
幸
せ
を

願
っ
て
お
守
り
わ
ら
じ
を
作
り
続
け
た

い
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
人
々
の
心
の

中
に
忘
れ
か
け
て
い
る
日
本
の
古
き
よ

き
も
の
を
と
り
戻
す
た
め
に
頑
張
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

‘F

薄
甘
く
仕
上
げ
た
牛
乳
煮
。
バ

タ

l
の

風
味
を
加
え
た
の
で
肉
料
理
の
つ
け
合
わ

せ
や
お
や
つ
に
向
き
ま
す
。

生
甲
斐
を
花
に
託
し
て
菊
花
展

菊
の
香
に
尚
あ
や
さ
れ
て
宴
た
け
る

節
く
れ
た
指
に
自
慢
の
菊
作
り

菊
芽
差
し
老
の
楽
し
み
秋
を
待
つ

咲
き
誇
る
菊
花
に
秋
を
奪
わ
れ
る

秋
日
和
柳
友
が
招
き
の
菊
の
宴

秋
空
に
一
福
祉
運
動
子
に
返
り

秋
空
に
米
寿
わ
か
ち
て
膳
に
菊

現
実
の
き
び
し
さ
を
背
に
菊
に
住
む

五
才
児
の
日
ご
と
芽
生
へ
る
自
我
の
言

菊
に
顔
そ
へ
て
私
の
武
者
を
撮
り

菊
し
ぼ
み
む
き
出
し
に
な
る
あ
ば
ら
骨

菊
供
え
今
日
の
ひ
と
時
を
語
り
つ
ぐ

米
寿
の
日
翁
手
作
り
の
菊
映
え
る

天
寿
今
菊
に
う
も
れ
て
旅
立
ち
ぬ

碁
仲
間
は
秋
の
夜
長
を
た
め
て
来
る

菊
御
紋
映
え
て
婚
約
旗
の
渦
ず

芸
術
の
秋
へ
優
雅
な
菊
細
工

菊
づ
く
り
父
の
秘
訣
が
生
き
て
居
る

十
三
夜
地
の
物
豊
に
菊
も
供
え

根
分
け
し
た
友
よ
り
届
く
菊
便
り

菊
一
輪
単
身
赴
任
の
部
屋
ぬ
く
く

趣
味
に
生
き
余
生
は
花
ど
暮
し
お
り

菊
作
り
米
寿
の
秋
へ
咲
き
誇
り

自
然
美
を
装
い
咲
く
や
野
辺
の
菊

菊
の
花
座
敷
に
活
け
て
秋
し
の
よ

さつま芋は皮を厚めにむき 1，5cm角に切って水につけ、

アクを抜きます。

鍋にさつま芋と芋が隠れる程度の水を入れ中火に力¥け

煮立ったら湯をすてます。

@の銅に牛乳とパタ一、砂糖、塩を加えて洋紙かアルミ

箔で、紙ぶたをし弱火で約四分、汁気がほとんどなくなる

まで煮ます。

相
原
あ
き
子

磯
きF

堀
内
美
代
子

中
j尺

井
口

高
野

森
田

矢
崎

森
田
み
ず
は

;尺
山
本
み
よ
子

j尺神

玉
枝

広報 ⑬ 12.1 平成 |しよろわ

春
男

久
子

素
木

夏
子

狂
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(ハ
V
〈

)

(
母
)

建
志

実
良
子

hv名
前
の
由
来
由
親
の
名
づ
け
親
の
万
に
、
画
数
な
ど
を
見
て

い
芝
、
だ
き
、
ひ
ら
が
な
で
書
い
て
も
女
の
子
ら
し
く
、
呼
び
や

す
い
、

u
と
も
ち
ゃ
ん
H

に
決
ま
り
ま
し
定
。

品
ィぷ害発

(ハ
V
〈

)

(
母
)

ゑ

幸
久

一
富
山

h
p
名
前
の
由
来
年
号
の
記
会
す
べ
き
年
に
生
ま
れ
よ
」
の
平
成

の
時
代
を
の
び
の
び
と
だ
く
ま
し
く
、
そ
し
て
幸
せ
巳
生
き
て

欲
し
い
と
願
い
を
込
め
て
名
町
け
ま
し
定
。

(
父
)
功
一

(
母
)
朋
子

んや

区

戸

生

a

，HFF
、
1
ょ

時
友

υ

E
瀬
H

贋ん

西
一
市
地

4
-』
4・
円

ノ
U】

河
目
安
臥

渥
西条一区

青木良輔くん
S. 62. 6.13生

hv名
前
の
由
来

H

良
H

に
は
、
人
間
と
し
て
な
す
べ
き
道
に
か

な
っ
て
い
る
と
い
う
意
昧
、
ガ
あ
り
ま
す
。
人
に
思
い
や
り
、
山
に

優
し
さ
の
あ
る
人
に
と
そ
ん
な
願
い
を
込
め
ま
し
だ
。

⑨
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
一
歳
前
後
の
赤
ぢ
ゃ
ん
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

お
申
し
込
み
は
、
役
場
企
画
↓
一
謂
整
室
〈
富
苅
1
2
1
1
1内
線
、@
〉
ま
で
H

*
血
液
検
査
デ
ー
タ
の
正
常
植
に
つ
い
て

山
梨
医
科
大
学
医
学
部
前
属
病
院

検
査
部

肝
機
能
検
査
や
血
糖
検
査
な
ど
血
液

中
の
各
種
成
分
を
分
析
し
、
そ
の
測
定
値

を
病
気
の
診
断
や
予
防
に
役
立
て
る
こ

と
が
、
日
常
診
療
や
健
診
の
場
で
広
く
行

わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
際
、
得
ら
れ
た
測

定
値
が

E
常
か
異
常
か
を
判
断
す
る
た

め
の
基
本
的
な
尺
度
と
な
る
も
の
が
正

常
値
で
す
。
す
な
わ
ち
、
血
中
の
多
く
の

成
分
の
値
は
二
定
の
範
囲
内
に
維
持
さ

れ
て
お
り
、
こ
れ
を
生
体
の
恒
常
性
と
呼

び
ま
す
が
、
健
康
な
と
き
の
こ
の
変
動
幅

が
正
常
範
囲
と
な
り
ま
す
。

し
か
し
、
一
般
に
正
常
値
は
、
性
・
人
種

な
ど
の
遺
伝
的
要
因
、
年
令
・
臼
内
変
動

な
ど
の
時
間
的
要
因
、
ま
た
、
生
活
環
境

や
個
体
差
な
ど
多
く
の
生
理
的
要
因
、
さ

ら
に
は
、
分
析
技
術
や
採
血
条
件
な
ど
に

よ
っ
て
も
変
化
す
る
も
の
で
あ
り
、
一
意

に
定
め
ら
れ
な
い
要
素
も
含
ん
で
い
ま

す
。
例
え
ば
、
糖
質
や
脂
質
な
ど
の
成
分

は
食
事
に
よ
っ
て
大
き
な
影
響
を
受一
け
ま

す
し
、
貧
血
の
指
標
と
な
る
赤
血
球
数
や

ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
は
男
性
に
比
べ
て
女
性
は

一
O
j
二
O
%
低
値
を
示
し
ま
す
。
従
っ

て
こ
れ
ら
成
分
を
測
定
す
る
と
き
に
は
、

朝
食
前
に
採
血
し
、
性
、
年
令
な
ど
の
要

因
を
考
慮
し
て
デ
ー
タ
在
判
読
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
は
、
健
康
人
の 技

師
長

細

管一

実

茂

簡
で
も
個
人
差
、
か
あ
り
、
多
く
の
成
分
は

同
一
個
人
内
で
よ
り
狭
い
範
囲
内
に
安

定
し
て
い
ま
す
。

一方、

正
常
値
の
決
め
万
は
、
「
要
因

別
に
集
め
ら
れ
た
健
康
者
集
団
の
九
十

五
%
が
含
ま
れ
る
範
囲
」
と
い
う
定
義
、
か

国
際
的
に
も
認
め
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
こ

と
は
逆
に
言
え
ば
、
健
康
者
で
も
五
%
は

正
常
範
囲
か
ら
外
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
ま
た
、
こ
の
定
義
か
ら
す
れ
ば
、
多
く

の
項
目
を
検
査
す
れ
ば
す
る
程
、
健
康
人

で
あ
り
な
が
ら
異
常
と
判
定
さ
れ
る
人

の
割
合
が
多
く
な
り
、
例
え
ば
十
五
項
目

の
検
査
を
行
っ
た
場
合
、
全
て
の
測
定
値

が
正
常
範
囲
内
に
入
る
割
合
は
、
た
か
だ

か
二
人
に
一
人
し
か
い
な
い
と
い
う
計
算

に
も
な
り
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
こ
れ
ら
検
査
を
行
う
場

合
は
、
測
定
結
果
、
か
正
常
範
囲
か
ら
外

れ
た
か
ど
う
か
で
一
喜
一
憂
す
る
の
で
は

な
く
、
適
切
な
状
態
で
検
査
が
行
え
た
の

か
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
か
ら
の

時
代
は
、
個
人
毎
に
健
康
な
と
き
の
値
を

含
め
て
検
査
デ
ー
タ
の
推
移
を
把
握
・
管

理
す
る
こ
と
に
よ
り
、
健
康
維
持
や
疾
病

の
早
期
発
見
に
役
立
て
て
行
く
こ
と
が

大
切
で
あ
る
と
言
え
ま
し
ょ
う
。

企

画

財

鴎

法

人

農

仁

会

H-出
生

喧

日

・

(
氏
名
)
(
保
護
者
)
(
地
区
)

・

H

石

川

涼

平

幹

人

西

条

二
区

日

日
乙

黒

義

彦

敏

彦

清

水

新

居

H

・
小

林

紗

織

正

照

河

東

中

島

・

・
佐

野

ひ

か

る

和

人

押

越

-

H

千

野

優

里

菜

修

上

河

東

二
区

日

日
深

津

優

鷹

英

司

西
条

二
区

圃

圃
河

野

梨

恵

浩

次

築

地

新

居

-

H

安
田
真
奈
美
利
美
上
河
東
二
区

一

日
内
藤
沙
紀
芳
男
上
河
東
二
区

日

・
塚

原

直

員

西

条

新

田

-

E

樋

口

成

美

靖

河

東

中

島

-

H

高

坂

勇

哉

厚

志

西

条

二

区

日

熊

谷

祐

太

剛

河

西

・

・
島

タ

紀

子

和

彦

上

河

東

二
区

-

H

田

中

力

仁

築

地

新

居

H

.
那
須
み
な
み

正行

西
条
二
区

・

・
田

中

哲

貢

西

条

新

田

-

H

村

松

朔

平

哲

夫

西

条

一

区

日

…
・
婚
姻
・
…

一

八

計
一
ひ
ろ

M
V
西
条
二
区

日
• 

.
 

林

克

ζ

Rド

一

〈

内
藤
久
美
刊

〉

築
地
新
居

H

.

山

崎

和

英

.

…

〈

大
久
保
洋
子

〉

西
条

二
区

…

石

原

告

…

〈

山

下

尋

美

〉

紙
漉
阿
原

…

一

八

一
時
美
津
刊
一

一〉

押

越

…

…

八

一
一
一
問
問

MV
清
水
新
居

…

一

八

時
一
川
副
知

〉

西
条
一
区

…

…

〈

旧

日

正

れ

〉

河
東
中
島

…

…

〈

ほ

別

問

月

一〉

西
条
新
田

…
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年
末
年
始
の
役
場
な
ど
の

⑧
包
業
務
に
つ
い
て

十
二
月
二
十
九
日
掛
か
ら
一
月
三

日
制
ま
で
、
役
場
業
務
は
休
ま
せ
て
頂

き
ま
す
。

ま
た
、
中
央
公
民
館
・
総
合
会
館
・

温
泉
は
、
十
二
月
二
十
八
日
偏
か
ら
一

月
四
日
附
ま
で
休
館
し
ま
す
の
で
合

わ
せ
て
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

な
お
、
年
末
年
始
の
休
み
中
も
役
場

に
は
、
宿
日
直
者
が
勤
務
し
て
い
ま

す
。
緊
急
の
ご
用
件
は
富
市

1
2
1
1

1
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
月
1
日
か
ら
1
月
刊
固
ま
で

「
年
末
年
始
特
別
警
戒

取
締
り
」
期
間
で
す

毎
年
、
年
末
に
な
る
と
、
み
な
さ
ん

の
大
切
な
財
産
を
狙
う
「空
き
巣
狙

い
、
ス
リ
、
ひ
っ
た
く
り
、
強
盗
」な
ど

の
犯
罪
が
多
く
発
生
し
ま
す
。

県
警
察
で
は
、
こ
う
し
た
犯
罪
を
防

ぐ
た
め
、
十
二
月

一
日
か
ら
一
月
十
日

ま
で
を
「年
末
年
始
特
別
警
戒
取
締

り
」
期
間
と
し
、
警
戒
活
動
を
強
化
す

る
一
方
、
防
犯
協
会
や
民
間
の
防
犯
団

体
と
協
力
し
て
防
犯
診
断
や
特
別
パ

ト
ロ
ー
ル
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

各
家
庭
や
職
場
で
も
防
犯
の
万
全
を

図
り
、
明
る
い
新
年
を
迎
え
ま
し
ょ

、つノ昭
和
警
察
官
駐
在
所
(
富
市
1
2
0
5

5
)
よ
り

3唾) r人権週間」のお知らせ
12月刊日は「世界人権デ-Jです。法務省と全国人権擁護委員連

合会では、今年も12月4日から10日までの一週間を「人権週間」と

定め、住民のみなさんに人権意識の普及高揚を呼びかけています。

今年の人権週間の強調事項は、次の五つです。お互いの人権を尊

重して明るい社会をつくりましよう。

砂国際化時代にふさわしい人権意識を育てよう

惨いじめ ・体罰の根を絶とう

惨部落差別をなくそう

砂女性の地位在高めよう

砂障害者の完全参加と平等在実現しよう

ま芝、いじめ-体罰は児童 ・生徒に対する重大な人権侵害です。

一人で悩まず、いじめ・体罰テレホン相談(冨52-7 1 5 1 )をご

利用ください。

なお、町の人権擁護委員は次のとおりです0

・井口 等西条4286 箇75-2 0 5 0 
・望月朝徳押越1662 箇75-3 4 6 5 
・雨宮惰弐河東中島2026 箇75-2 0 4 8 

〉「特設人権身の上相談所」を開設します(

・日時 12月13日(水〉 午前10時から午後3時まで

.場所昭和町中央公民館

*相談は無料で、秘密は固く守られます。お気軽にご相談ください。

障
害
者
の
た
め
の

ワ
ー
プ
ロ
教
室
開
催

山
梨
障
害
者
職
業
セ
ン
タ
ー
で
は
、

今
年
八
月
か
ら
障
害
者
を
対
象
と
し

疋
ワ
ー
プ
ロ
な
ど
の
基
本
操
作
を
習

得
し
て
い
だ
だ
く
た
め
の
講
習
会
を

開
催
し
て
い
ま
す
。

V
開
催
回
数
年
六
回
開
催
各
三

週
(
十
五
日
)
た
、
だ
し
、
視
覚
障
害

者
の
万
は
六
週
間
と
し
ま
す
。

V
講
習
場
所
山
梨
障
害
者
職
業
セ

ン
タ
!
(
甲
府
市
湯
田
2
ー
げ
ー
件
)

V
お
申
込
み
・
お
問
合
せ
山
梨
障
害

者
職
業
セ
ン
タ
ー
ハ
冨
位
ー
7
0
6

9
)
ま
で
。
な
お
、
受
講
料
は
無
料

で
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
応
募
く
だ

さ
い
。

放
送
大
学
学
生
募
集

放
送
大
学
は
、
テ
レ
ビ
と
ラ
ジ
オ
を

活
用
し
家
庭
に
い
な
が
ら
、
正
規
の
大

学
教
育
が
受
け
ら
れ
る
新
し
い
シ
ス

テ
ム
の
大
学
で
す
。
(
県
内
で
は
、

C
A

T
Vに
よ
り
放
送
視
聴
が
可
能
)

現
在
、
放
送
大
学
で
は
平
成
二
年
度

第
一
学
期
生
在
募
集
し
て
い
ま
す
。

V
対
象
十
八
歳
以
上
の
社
会
人
や

家
庭
婦
人
な
ど

V
出
願
受
付
十
二
月
十
五
日
か
ら

平
成
二
年
二
月
十
五
日

V
お
問
合
せ
放
送
大
学
甲
府
地
区

学
習
セ
ン
タ
ー
(
箇
引

1
2
2
3

8
)
ま
た
は
県
教
育
庁
社
会
教
育
課

(
箇
幻

1
1
1
1
1
)
ま
で
。

ポ
ケ
な
い
方
法
教
え
ま
す

「
福
祉
講
演
会
」
開
催

町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
町
老
人

ク
ラ
ブ
連
合
会
、
老
人
大
学
共
催
で

「
福
祉
講
演
会
」を
開
催
し
ま
す
。

v
日
時
十
二
月
十
三
日
例
午
後

一
時
か
ら

V
場
所
総
合
会
館
二
階
軽
運
動
室

V
講
師
元
京
都
堀
川
病
院
々
長

早
川
一
光
氏
[
テ
l
マ
]
い
き
い

き
生
き
る
l
ボ
ケ
な
い
方
法
教
え

ま
す
。

V
お
問
合
せ
町
社
会
福
祉
協
議
会

(
富
万
1
2
1
1
1
内
線
⑮
)
ま
で
。

な
お
、
入
場
は
無
料
で
す
の
で
お
気

軽
に
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

『
リ
ソ
ー
ト
昭
和
』
が

舎
周
か
ら
来
年
3
月

ま
で
体
館
し
ま
す
。

八
ヶ
岳
山
麓
の
真
只
中
に
、
今
年
の

五
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
清
里
の
森
保

健
休
養
施
設
「
リ
ゾ
ー
ト
昭
和
」
、
か
、

舎
月
か
ら
来
年
三
月
ま
で

の
期
間
冬

期
休
館
し
ま
す
。

開
館
中
は
、
多
く
の
み
な
さ
ん
に
ご

利
用
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
開
館
は
、
来
年
四
月
か

ら
と
な
り
ま
す
の
で
、
来
年
も
ま
た
、

雄
大
な
自
然
の
中
で
高
原
の
リ
ゾ
ー

ト
ラ
イ
フ
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

V
お
問
合
せ
役
場
企
画
調
整
{
至
(
箇

花

|
2
1
1
1内
線
⑫
)
ま
で
。

⑫ 

年
賀
郵
便
持
別
扱
い
は

四
月
日
日
か
ら
l

12.1 平成l

年
賀
状
は
、
十
二
月
十
五
日
か
ら
お

引
受
け
い
だ
し
ま
す
。
で
き
る
だ
け
十

二
月
二
十
日
頃
ま
で
に
お
出
し
く
だ

さ
い
。年

賀
郵
便
を
お
出
し
の
際
は
お
手

数
で
も
昭
和
田
、
田
富
町
¥
玉
穂
町
、

そ
の
他
、
私
製
は
が
き
を
各
印
刷
に
束
ね

て
お
出
し
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願

い
い
だ
し
ま
す
。

V
郵
便
番
号
は
住
所
の
一
部
で
す
。
お

客
さ
ま
の
住
所
に
も
郵
便
番
号
を
お

忘
れ
な
く
。

V
郵
便
番
号
と
住
所
〈
番
地
、
棟
番
号
、

0
0様
方
ま
で
)
は
正
し
く
は
っ
き
り

と
お
書
き
く
だ
さ
い
。

な
お
、
年
末
年
始
は
、
戸
ル
バ
イ
ト

の
方
も
配
達
し
て
い
ま
す
の
で
、
表
札

な
ど
の
掲
出
に
つ
い
て
も
ご
協
力
お

願
い
い
だ
し
ま
す
。
田
富
郵
便
局
ハ
箇

苅
1
3
0
5
0
)
よ
り
。

しよろわ広報

町内交通事故

発生件数

「気をつけて」

朝の一言忘れずに

= 10月分--

脅
ギ
ネ
ス
お
知
ら
せ
脅

*
十
月
二
十
九
日
に
行
わ
れ
疋
第
三
田
町

民
ス
ポ
ー
ツ
広
場
「
ギ
ネ
ス
に
挑
戦
L

の
ギ
ネ
ス

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
の
ご
紹
介
は
、
都
合
に
よ
り
来
月

号
と
な
り
ま
し
だ
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。



⑧⑧側側関側⑧⑧鰯保健衛生だより側鰯胸鰯鰯鰯鵬

手し 児 健 康 吾g含~ 査

実施日 |受付時間及び地区 該 当 ノ!日い |場所

12月14日 午後 l時00分~ 昭和63年11月出生児。 車念

(木)
(常永地区) 平成元年 2月出生児。

午後 1時30分~ d仁bコh 

(西条地区) 4!i 
12月15日

午後2時00分~
平成元年 5月出生児。

(金) (押原地区) 平成元年 8月出生児。 館

西条地区|西条一区西条二区清水新居西条新田

押原地区|押越河東中島紙漉阿原

常永地区|築地新居飯喰河西上河東上河東二区

持ち物母子手帳・健康保険証・印鑑・筆記用具

※受付終了時間は、午後2時30分ですのでご承知ください。

包子手帳受付及び一般健康相談日

日時 12月2日(土)・ 16日(土)・ 25日(月)

午前 9 時~11時30分

場所総合会館

※母子手帳交付希望者は印鑑を持参してくださしユ。

妊娠証明書は必要ありません。

※一般健康相談は40歳以上の方を対象に血圧測定、尿検査、栄

養指導などを行い、健康についての相談にお答えしていますの

で、お気軽にお出かけくだ、さい。

4歳 6か月児健康 52賓

実施日

受付時間

場所

該 当児

12月 21日(木)

午後 1 時~1 時 30 分

総合会館

昭和63年 4月1日~昭和63年 5月31日までの出生 的

児。及び前回未受診児。 際

母子手帳・ 1歳 6か月児健診質問票 伊

、君主

ゑ

持ち物

不 用 犬 猫 日集収

日 時 12月22日(金)

午前10時20分~10時25分

場所総合会館前

※収集車がくるまでは飼主もいっしょにいてください。ま

た、猫の場合は必ず麻袋などの丈夫な袋に入れてヒモで

しっかり封をしてください。

工業統計調査にご脇カを

通商産業省では、土業統計調査および石油等消費構

造統計調査を毎年12月31日現在で実施しています。調

|、査の対象となる製造業を営む事業所には、調査員が伺

います。調査の内容は、統計以外の目的に使われるこ

とは決してありませんので、安心してご、協力くださる

ようお願いします。

⑬ 広報しよろわ 平成 1.12.1

J 3 種混 合予 防接 種

I I日 時 12月 22 日(金)午後 1 時 ~2 時

に|場 所 総合会館

凶 該当児

1 ，1 ~ 1期…昭和62年3月1日~昭和62年8月31日までの出生児o

M 砂II期… I期3回を完了して 1年から1年6か月以内の者。

ド| 砂昭和61年 9月1日~昭和62年 2月28日までの出生児で未接

1，.+1 種者。
持 ち 物 母子手帳・問診票

〈注意事項〉

O体温がはかつてないと接種できませんので、必ず体温ははかつ

てください。

O問診票の記入もれなどがないようにしてください。

I™I 0接種を受ける子の健康状態がわかる人がおつれください。

閣 〈つぎのような人は接種できません〉

目①発熱川る者、または著しい栄養障害者。

安| ②心臓、血管系疾患、腎臓、肝臓疾患にかかっている者。

闘 ③はしか(MMR)、BCG接種・ポリオ生ワクチン投与後

悶 1か月以内の者。

凶 ④インフルエンザ予防接種後 2週間以内の者。

悶 ⑤ 1年以内にげいれん、ひきつけを起こした者。

事し 児 整 科模 警合
ロジ形 外

実施日

受付時間

場所

該当児

持ち物

12月20日(水)

午後 1 時~1 時 30分

総合会館

平成元年 8 月 1 日 ~9 月 30 日までの出生児。

母子手帳

年末年始のし尿汲み取りについて

年末のし尿汲み取りは、 12月29日(金)で終了いたします。

年始は、 1月B日(土)から通常業務となります。

なお、年末は業務が混雑いたしますので、 20日までに町指

定業者に依頼してください。

・清掃申し込みはつぎの町指定業者ヘ

惰)中巨摩産業冨 73-2157 

除い加
仁
靴下
陥
は
闘
機
険
機
山
一

一度、作ってみませんか?
〈家庭でできる化粧水〉

レモンと焼酎を使って健康でしっとりしだ化粧水の作

:り方を、飯喰の磯部志津子さんに教えてい疋だきまし疋の

:でみなさんにご紹介します。

:・材料 20度の焼酎-1ぽ

レモン一一一一3個
-作り方

⑦レモンは、熱し疋湯で良く洗い、皮は厚めにむき、く

し形に切ります。

②焼酎の中に切つだレモンの皮を入れて¥3週間ぐらい

したらレモンの皮を取り出して、後は裏ごしするだけ

でできあがり。簡単で手軽にできますので、是非一度 :

あ試しくだ、さい。



歳末たすけあい運動

友@引

年未年始特別警戒Cl2P参照)
映画の日
鉄の記念日

先0負3 
リノ¥ピリ教室(総合会館)
母子手帳交付及び一般健康相談日

(総合会館)

3 仏⑮滅

4 人権週間川日) (月)

大安

赤伏口) 

付4心配政子相ごスとケ談相ー(談中ト教央(総室公合民(甲会館府館ア午午イ後後ス1パl時時レ~ス~) ) 
親行 午後6時先勝
15分~)

7 大雪 や時
友引

針供養
働8 太平洋戦争開戦日
先負

障害者の日
仏(j滅1 

役場関庁9 身体障害者福祉週
間(，，-，15日)

年来年始の輸送等に

大⑧安

町社会揺祉協議会有価物回収日10関する安全総点検
(，，-， 1月10日)

11 侭)
保育所入所説明会(昭和保育所 7P

赤口
参照)

12 先(~勝d 
保育所入所説明会(押原保育所 7P
参照)

友的引
保特町育社設所会人福権入祉所身説協の議上明相会会福談(上祉(河1講E東P演保参会育照(所7参P参照照)) 13 12P 照

心配ごと相談 (総合会館 午後 1 時~)

14 的
保育所入所説明会(常永保育所7P参照)
寝たきり老人入浴サービス(総合会館 午後 1 時~)

先負 乳児健康診査 (総合会館)

15郵便年賀特別扱い
仏働滅

放送大学出願受付(-2月15日、12P
Cl2P参照) 参照)

乳児健康診査(総合会館)

16 (:t) 
リハビリ教室(総合会館)

大安
母子手帳交付及び一般健康相談日

(総合会館)

17 

18 

19 

20 

21 
22、至

暮れの大掃隊Iご
6k，み残しの牛穿Lが役立吉ます。

欽み忘れ疋牛乳は、ワックスガわりにつかえま

す。牛乳の脂肪分は、つや出し効果があり、百く

なっ疋牛乳の中の戸ンモニヤは揮発性ガあって、

活れおとしとしても役立ちます。古い牛乳をやわl りかい巾じき芯せし昧P家具佐磨間以つ。

とても良いつやがでます。

赤⑮口

先開勝) 

友伏ヨ)i 

。同
有山行乳害配政児物相整ご質叶形談等音外(信(中不炎科央(燃総検公ゴ診合ミ民会()館総の館合終午会別午後収館後I集)1時(時下~表-)参)照)

先負

的
1歳 6か月健康診査(総合会館)

仏滅

経訪
不用犬猫収集日(総合会館別)

大安
3種混合予防接種(総合会館)

23天皇誕生日 凶
役場開庁

赤口

24ク山ス・
先⑮勝

25 クリ
友何号)i 

押小・西条小・押中終業式
母子手帳交付及び一般健康相談日

(総合会館)

26 (1<) 
先負

27 依)
仏滅

28官庁ご用納め
赤的口

役場ご用納めCl2P参照)
中央公民館・総合会館・温泉休館

(-1月4日)

29 ち訪
先勝

30 友位ヲ)! 

31 大晦日 ⑮ 
先負

園薗亙E孟亙盈至ヨ耳ヨ歪彊園 粗大ゴミの収集は毎月第 4水曜 日 で す

が、今月は新年を迎える準備でゴミの量が

一段と多くなることが予想されます。そこ

で、第 3水曜日の20目に有害物質等(不燃

ゴミ)の特別収集を行いますので、ご協力

をお願いします。なお、必ず荷札をつけて

出してください。それ以外のもので出して

あるゴミは収集いたしませんのでご注意く

ださい。また、荷札には住所 ・氏名を記入

してください。

地 区

西条一区
西条ニ区
清水新居

西条新国

押越

河東中島
紙漉阿説原

築地新居

飯喰

河西
上 河東

上河東ニ区

燃える物計芝

毎週

火・金曜日

1日・ 5日・ 8日

12日・ 15日・ 19日

22日・ 26日

信、回 目 4日・ 7日・ 11日
叫 叩 • 

: 14日・ 18日・ 21日
月・木曜日:

25日・ 28日

燃えない物

空カン・ガラス

毎月

第 2水曜日

第 4水曜日

毎月

第 1水曜日

第 3水曜日

13日

27日

6日

20日

-霊童霊童盃霊園l&n(ët~~* 盟国

粗大ゴミ

第 3水曜日

20日

広報 しよろわ 平成卜 12.1 ⑬ 
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